
ベネッセ（ちゃれんじ）／KUMON様向け企画草案

勉強が楽しくなるはじめの第一歩！　～集中力を高める～

ー集中力を高めるオススメ教材はこちらー

●企画概要
子どもを自然と机に向かわせる、勉強するための第一歩を
ご紹介していくコラムを発信。子どもの集中力はどのくらいの時間続くの？

①生活と環境を整えて幼児の集中力を養う

●６回のコンテンツについて
Vol.１　鉛筆を持たせる工夫（トレーニング）
Vol.２　文字に興味を持たせるには？
Vol.３　お買い物ごっこで身につく算数
Vol.４　音読で脳を活性化
Vol.５　遊びも学び～なぜなぜ期を大事に
Vol.６　集中力を高めるトレーニング方法

●商品紹介
年齢別コースや入会特典のご紹介など

幼児は「年齢＋約 1分」、小学校低学年は「約 15 分」しか続き
ません。最近ではこの短い時間でさえも集中できない子が増え
ているそうです。ですが、小さな子どもでも集中と休憩を繰り
返し行って訓練することで、集中できる時間を増やしていくこ
とができます。

おもちゃや絵本で家の中は散らかっていませんか？家の中が散
らかった状態だと集中力のない子に育つといわれています。子
どもが遊んだおもちゃや絵本は子ども自身に片付けさせると集
中力が養われます。整理整頓や片付けは頭を使うので、おもちゃ
を種類ごとに箱に分類して片付けさせるなどのようにすると、
頭が良くなったり、集中力を高める効果があるようです。

②充分な睡眠時間を確保して脳の疲労回復

「りったいパネルブロック」

睡眠時間も集中力に大きく影響しているといわれています。昔
に比べると子どもの就寝時間は遅くなり、睡眠不足が深刻化し
ています。睡眠不足になるとセロトニンというホルモンの分泌
が減り、イライラしたり、集中力が低下してしまいます。睡眠
で脳を休ませるためにも、子どもには午後 9時～ 10 時には布
団に入らせ、たっぷりと寝かせてあげましょう。

作った作品で遊べるから「もっとやりたい」
が生まれます

●教材紹介
テーマに沿ったオススメ教材紹介と
教材を使用した保護者の声「かずのドーナツやさん」

注文遊びで楽しく数にふれられます。

使用者
の声

使用者
の声


